【スーパーマーケット業】
職種：店舗管理     職務：販売指導 （トレーナー）

【概要】

本部方針に基づき、 店舗やそのスタッフに対する販売・技術指導や教育訓練を行う仕事。

【仕事の内容】

販売指導の仕事は、陳列・販売の指導、生鮮・惣菜の技術指導、食品表示の作成指導、チェッカーの技術指導等に大別される。

陳列・販売の指導とは、顧客の視点に立った陳列・販売方法が実現できるよう指導・教育を行うことである。生鮮・惣菜の技術指導とは、生鮮・総菜部門における調理・加工技術レベルを維持向上するための指導・教育のことである。食品表示の作成指導とは、各店舗において、食品表示法に基づき適正な食品の表示が行われることを担保するための指導・教育のことである。 チェッカーの技術指導とは、 チェックアウトの技術レベルを維持向上するための指導・教育のことである。

店舗間の販売技術のばらつきを無くし、 全社的な技術レベルの向上を図るため、販売指導の担当者には、 店舗スタッフの技術レベルを正しく把握すると共に、 教育訓練機会の設定や、マニュアルの策定、技術レベル向上の目標となるイベントの実施など、総合的な取組みが求められる。

【求められる経験・能力】

（１）顧客のニーズに応える接客・販売が実現できるよう、情報をタイムリーに幅広く収
集し、ＣＳ （顧客満足）を高めるための情報探求力が求められる。 また、地域社
会の安全や繁栄に貢献するための施策等を把握し、 それらを実行する能力も必要で
ある。

（２）販売指導の仕事は、社員の理解や協力を得ながら進めることが不可欠であり、 ＥＳ
  （従業員満足）を高めるための工夫など、組織と人に関するマネジメント能力が必要
である。

（３）職業人としての社会的責任を自覚し、 誠実かつ公正に職務を遂行する能力と取組姿
勢が要求される。また、食品中心の商品を取り扱うことから、食の安全・安心に関
する知識が必要であるとともに、 クレームやトラブルを管理する能力も必要となる。

（４） 関連する法令等が多岐にわたるため、 販売指導の担当者には、 幅広い領域につい
　　ての専門知識が求められる。 さらに、最新の法令動向等に精通し、絶えず自らの知
識や技術をリニューアルしていく姿勢も重要である。

【関連する資格 ・ 検定等】

   Ｓ検チェッカー技能検定  級 （一般社団法人新日本スーパーマーケット協会）
   Ｓ検食品表示管理士初級・中級・上級（一般社団法人新日本スーパーマーケット協会）   販売士１級（日本商工会議所・各地商工会議所）
【厚生労働省職業分類 （小分類） との対応】

０７１   食品開発技術者   ２８９   その他の営業・販売関連事務の職業
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